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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 



資料中の「三菱電機」、「三菱XX」等名称の株式会社ルネサス テクノロジへの変更について

　2003年4月1日を以って株式会社日立製作所及び三菱電機株式会社のマイコン、ロジック、

アナログ、ディスクリート半導体、及びDRAMを除くメモリ(フラッシュメモリ・SRAM等)を含む

半導体事業は株式会社ルネサス テクノロジに承継されました。

従いまして、本資料中には「三菱電機」、「三菱電機株式会社」、「三菱半導体」、「三菱XX」といっ

た表記が残っておりますが、これらの表記は全て「株式会社ルネサス テクノロジ」に変更され

ておりますのでご理解の程お願い致します。尚、会社商標・ロゴ・コーポレートステートメント

以外の内容については一切変更しておりませんので資料としての内容更新ではありません。

注：「高周波・光素子事業、パワーデバイス事業については三菱電機にて引き続き事業運営を

    行います。」

2003年4月1日

株式会社ルネサス テクノロジ

カスタマサポート部

お客様各位

お問い合わせ先変更のお知らせ
2003年4月1日、三菱電機セミコンダクタ・アプリケーション・エンジニアリング株式会社は、株式会社ルネサス ソリューションズに社名変更いたしました。ドキュメントに記載されている旧メールアドレスおよびURLは以下のとおり最新のものに読み替えをお願いいたします。

■ユーザ登録窓口
旧：regist@tool.mesc.co.jp（使用できません）
　　regist@tool.maec.co.jp（2003年7月1日まで使用可）
新：regist_tool@renesas.com

■ツール技術サポート窓口
旧：support@tool.msc.hoku.melco.co.jp（使用できません）
　　support@tool.mesc.co.jp（使用できません）
　　support@tool.maec.co.jp（2003年7月1日まで使用可）
新：support_tool@renesas.com

■ツールホームページ
旧：http://www.tool-spt.mesc.co.jp/（使用できません）
　　http://www.tool-spt.maec.co.jp/（2003年7月1日まで使用可）
新：http://www.renesas.com/jp/tools

■社名
旧：三菱電機セミコンダクタソフトウエア(株)
　　三菱電機セミコンダクタシステム(株)
　　三菱電機セミコンダクタ・アプリケーション・エンジニアリング(株)
新：株式会社ルネサス ソリューションズ

ツールニュース「新会社設立のお知らせ」
http://www.renesas.com/jpn/products/mpumcu/toolhp/toolnews/n030401/tn1.htm

■製品形名変更について
ソフトウェアツールおよび一部のアクセサリツールでは、製品形名の体系の見直しに伴い、順次製品形名を変更させていただきました。一部ドキュメント中では、旧製品形名で表記している場合がありますが、ご了承ください。製品名変更についての詳細は下記URLをご参照ください。

http://www.renesas.com/jpn/products/mpumcu/toolhp/henkou/index_j.htm
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CB30サンプルプログラムのご紹介

1.1.1.1.サンプルプログラムがインストールされるディレクトリサンプルプログラムがインストールされるディレクトリサンプルプログラムがインストールされるディレクトリサンプルプログラムがインストールされるディレクトリ
サンプルプログラムは、以下のディレクトリにインストールされます。

[MTOOL†1]¥ PD30¥ CB30¥ SAMPLES

†1 [MTOOL]は、お客様がインストール時に指定されたディレクトリです。

2.2.2.2.カスタムウィンドウサンプルプログラムの使用方法カスタムウィンドウサンプルプログラムの使用方法カスタムウィンドウサンプルプログラムの使用方法カスタムウィンドウサンプルプログラムの使用方法
カスタムウィンドウサンプルプログラムの使用方法は、
「PD30ユーザーズマニュアル」の「カスタマイズ機能」を参照下さい。

3.3.3.3.プログラムの概要プログラムの概要プログラムの概要プログラムの概要
3.1.3.1.3.1.3.1.アニメート実行ウィンドウアニメート実行ウィンドウアニメート実行ウィンドウアニメート実行ウィンドウ（（（（animate_winanimate_winanimate_winanimate_win））））
アニメート実行するウィンドウです。アニメート実行とは、ステップ実行および PC
表示更新を繰り返す実行です。PD30のプログラムウィンドウの PC表示マークの移動
を確認しながら、適当なところで停止させることができます。

� <Step>ボタンを入力することにより、ソース行ステップのアニメート実行を繰り
返します。

� <StepI>ボタンを入力することにより、１命令ステップのアニメート実行を繰り返
します。

� <Stop>ボタンを入力することにより、アニメート実行を停止します。
� アニメート実行中は、PD30ウィンドウのツールバーの<Stop>ボタンおよび

<STOP>スクリプトコマンドは機能しません。

（ウィンドウ表示例）
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3.2.3.2.3.2.3.2.CCCC 言語式ブレークウィンドウ言語式ブレークウィンドウ言語式ブレークウィンドウ言語式ブレークウィンドウ（（（（bpcheckbpcheckbpcheckbpcheck_win_win_win_win））））
ターゲットプログラム停止時に C 言語式で設定した比較条件が成立しているかを判定
して、成立していなければ再度実行を繰り返すウィンドウです。ある条件が成立する
まで実行を繰り返す場合に有効です。

� 本ウィンドウを使用するには、あらかじめターゲットにプログラムをダウンロー
ドしておき、任意の位置にブレークポイントを設定しておいてください。

� <Exp A:>ボタンを入力し、オープンする入力ダイアログに C言語式を入力するこ
とにより条件式の左辺を設定します。

� <Exp B:>ボタンを入力し、オープンする入力ダイアログに C言語式を入力するこ
とにより条件式の右辺を設定します。

� <A ? B:>ボタンを入力し Exp A と Exp B の比較条件（==, !=等の比較演算子）
を選択します。

� 上記の設定の後、<Star t>ボタンを入力することによりターゲットを実行させます。
その後、ブレークポイント通過などによるターゲット停止時に、設定した比較条
件を評価します。条件が成立していなければ、再度ターゲットを実行させ、比較
条件が成立するまで実行を繰り返します。

� <Star t>ボタンのラベルは、ターゲットの実行時に<Stop>に変更されます。実行
を中断する際には<Stop>ボタンを入力します。

� 実行中は、ウィンドウにターゲットが停止したときの回数、PC値、Exp A と Exp
B の値をリスト形式で表示します。

（ウィンドウ表示例）
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3.3.3.3.3.3.3.3.ラベルラベルラベルラベル////ビットシンボル表示付きダンプウィンドウビットシンボル表示付きダンプウィンドウビットシンボル表示付きダンプウィンドウビットシンボル表示付きダンプウィンドウ（（（（label_winlabel_winlabel_winlabel_win））））
ダンプ形式で表示されたデータのラベル/ビットシンボルを表示するウィンドウです。

� 表示されているデータにマウスのカーソルを移動すると、データのアドレスにラ
ベル/ビットシンボルが割り当てられている場合には、ラベル名/ビットシンボル情
報(ビットシンボル名、ビット番号、ビット値)が表示されます。

� 表示されているデータをダブルクリックし、オープンする入力ダイアログに値を
入力することにより、データを変更することができます。

� <Addr>ボタンを入力し、オープンする入力ダイアログに値を入力することにより、
表示開始アドレスを変更することができます。

� <+>/<－>ボタンを入力することにより、128バイト単位で表示開始アドレスを増
減できます。

� <Hex>/<Dec>ボタンを入力することにより、表示基数を 16進数/10進数に切換え
ることができます。

� <Byte>/<Word>/<Lword>ボタンを入力することにより、表示バイト数を 1 バイ
ト、2バイト、4バイトに切換えることができます。

（ウィンドウ表示例）
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3.4.3.4.3.4.3.4.18181818 セグメントセグメントセグメントセグメント LEDLEDLEDLED ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ（（（（ledledledled18r18r18r18r_win_win_win_win、、、、led18g_winled18g_winled18g_winled18g_win、、、、led18b_winled18b_winled18b_winled18b_win））））
18個のセグメント LED表示を行うウィンドウです。メモリ値に対応して LEDを点灯
するような場合に、ターゲットシステムなしに LED表示を確認できます。led18r_win
は赤色に LED点灯し、led18g_winは緑色に LED点灯し、led18b_winは青色に LED
点灯します。

� LEDセグメントをダブルクリックし、オープンする入力ダイアログにアドレス値
を入力し、次にオープンする入力ダイアログにビット番号を入力することにより、
LED セグメントにアドレスとビット番号を設定することができます。設定した
LEDセグメント情報はウィンドウの右側に表示されます。

� アドレス値としてビットシンボルが指定できます。ビットシンボルを指定した場
合には、ビット番号を入力するダイアログはオープンしません。

� LED セグメントをクリックすると、対応する LED セグメント情報が点灯色で表
示されます。

� LED セグメントに設定したアドレスが、リアルタイム RAM モニタ領域(1KB)内
にある場合には、サンプリングによってターゲットの実行を妨げることなく LED
セグメントが最新情報に更新されます。

� LED セグメントに設定したアドレスが、リアルタイム RAM モニタ領域(1KB)内
にない場合には、サンプリングの際にターゲットの実行を妨げます。

� <RAM Monitor>ボタンを入力し、オープンする入力ダイアログにアドレス値を入
力することにより、リアルタイム RAM モニタ領域の開始アドレスを変更するこ
とができます。

� <Act ive>ボタンを入力することにより、各ビットが High アクティブか Lowアク
ティブかを選択します。

� <Select>ボタンを入力し、オープンする入力ダイアログにアドレス値を入力し、
次にオープンする入力ダイアログにビット番号を入力することにより、全 LEDセ
グメントの点灯/消灯を選択する選択ビットを設定します。この選択ビットは、
LEDが複数桁存在する場合の、桁選択ビットのことです。選択ビットがアクティ
ブな場合にのみ LEDセグメント情報に従って LEDセグメントを点灯します。

� <Select>ボタンにつながっている<Act ive>ボタンを入力することにより、選択ビ
ットが High アクティブか Low アクティブかを選択します。たとえば、High ア
クティブの場合は、選択ビットが High の場合にのみ設定された LEDセグメント
情報に従って LEDセグメントを点灯します。

� <Save>/<Load>ボタンを入力することにより、オープンするファイルダイアログ
でファイルを指定することにより、設定した LEDセグメント情報をファイルにセ
ーブ/ファイルからロードできます。

3.5.3.5.3.5.3.5.8888 セグメントセグメントセグメントセグメント LEDLEDLEDLED ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ（（（（ledledledled8r8r8r8r_win_win_win_win、、、、led8g_winled8g_winled8g_winled8g_win、、、、led8b_winled8b_winled8b_winled8b_win））））
8個のセグメント LED 表示を行うウィンドウです。メモリ値に対応して LED を点灯
するような場合に、ターゲットシステムなしに LED表示を確認できます。led8r_win
は赤色に LED 点灯し、led8g_winは緑色に LED 点灯し、led8b_winは青色に LED
点灯します。使用方法は、18セグメント LEDウィンドウと同じです。
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（18 セグメント LED ウィンドウ表示例） 　　（8セグメント LED ウィンドウ表示例）
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3.6.3.6.3.6.3.6.ランタイムランタイムランタイムランタイム MRMRMRMR ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ（（（（mr_winmr_winmr_winmr_win））））
リアルタイム OS「MR30」のタスク状態をターゲット実行中にサンプリング表示する
ウィンドウです。エミュレータのリアルタイム RAM モニタ機能を使用しますので、
ターゲットの実行を妨げることなしに、MR30 のタスク状態を参照することができま
す。

� <Set>ボタンを入力することにより、ターゲット状態を解析するために必要な設定
を行い、リアルタイム RAM モニタ領域(1KB)を MR30のタスクコントロールブ
ロックが含まれるように設定します。<Set>ボタンは、MR30を使用したプログラ
ムをダウンロードした後に入力してください。

� MR30のタスクコントロールブロック全体が、リアルタイム RAM モニタ領域に
含まれないほど大きい場合には、本ウィンドウを使用していただくことができま
せん。(エラーメッセージが表示されます。)

� 表示内容は、タスク番号、タスク名、優先度、タスクの状態です。表示内容の詳
細については、PD30ユーザズマニュアルの MR ウィンドウの TSKモードの説明
を参照してください。

（ウィンドウ表示例）
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3.7.3.7.3.7.3.7.小さなレジスタウィンドウ小さなレジスタウィンドウ小さなレジスタウィンドウ小さなレジスタウィンドウ（（（（regs_winregs_winregs_winregs_win））））
全レジスタ値が一度に表示可能な縦長のレジスタウィンドウです。縦長のウィンドウ
形式のため、画面を有効に使用していただけます。

� レジスタ内容が変更されるたびに自動的に最新情報に更新されます。
� 更新前と、更新後でデータが異なるものについては、赤色表示します。
� レジスタおよび IPL 値は、値をダブルクリックし、オープンする入力ダイアログ

に値を入力することにより、変更することができます。
� ビットフラグ値は、値またはフラグ名をダブルクリックすることにより、反転さ

せることができます。

（ウィンドウ表示例）
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3.8.3.8.3.8.3.8.ランタイムメモリ値グラフ表示ウィンドウランタイムメモリ値グラフ表示ウィンドウランタイムメモリ値グラフ表示ウィンドウランタイムメモリ値グラフ表示ウィンドウ（（（（vmonvmonvmonvmon_win_win_win_win））））
指定されたアドレスのメモリ内容を、ターゲット実行中にサンプリングでグラフで表
示するウィンドウです。

� <Addr []>ボタンを入力し、オープンする入力ダイアログにアドレス値を入力する
ことにより、グラフに表示する 1バイトのメモリのアドレスを設定します。

� <GO>ボタンを入力することにより、ターゲットの実行を開始し、指定されたメモ
リの内容の変化を折れ線グラフで表示します。

� 指定するアドレスには、リアルタイム RAM モニタ領域に含まれるアドレスを指
定してください。リアルタイム RAM モニタ領域外の時には、サンプリングの度
にターゲット実行が妨げられます。

（ウィンドウ表示例）
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3.9.3.9.3.9.3.9.混合ウォッチウィンドウ混合ウォッチウィンドウ混合ウォッチウィンドウ混合ウォッチウィンドウ（（（（watch_winwatch_winwatch_winwatch_win））））
C言語式、アセンブラ式、ビットシンボルをウォッチ可能なウォッチウィンドウです。
値を代入することも可能です。アセンブラ式、C 言語式、ビットシンボルを一つのウ
ィンドウで確認でき、画面を有効に使用していただけます。

� <Add>ボタンを入力すると、オープンする入力ダイアログに、ウォッチしたい式
を入力することにより登録されます。入力した式は、C 言語式、アセンブラ式、
ビットシンボルの順に検索されます。C 言語式と、アセンブラ式で同じシンボル
が存在した場合には、C言語式であると認識されます。

� 式をクリックし反転表示させて<Set>ボタンを入力し、オープンする入力ダイアロ
グに、C 言語式、アセンブラ式、ビットシンボルを入力すると、値を代入するこ
とができます。

� <Set>ボタンの代わりに、式をダブルクリックする操作でも、入力ダイアログがオ
ープンし、値を代入することができます。

� C 言語式に代入する場合には、C 言語式がアドレスを持つ型でなければなりませ
ん。また、代入するバイト数は、C言語式の型のサイズになります。

� ビットシンボルに代入する場合には、値が非ゼロの場合には１がセットされ、ゼ
ロの場合には 0がセットされます。

� 式をクリックし反転表示させて<Del>ボタンを入力することにより、削除するこ
とができます。

（ウィンドウ表示例）
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3.10.3.10.3.10.3.10.ソースリファレンス付きソースリファレンス付きソースリファレンス付きソースリファレンス付き RTTRTTRTTRTT ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ（（（（xrtt_winxrtt_winxrtt_winxrtt_win））））
リアルタイムトレース結果の各サイクルを、リードサイクル、ライトサイクル、フェ
ッチサイクルに色分けして表示するウィンドウです。表示されているデータをダブル
クリックするとそのサイクルが発生する直前に実行した命令のアドレスに対応するソ
ース行（ソース行情報がないアドレスの場合には、逆アセンブルリスト）をプログラ
ムウィンドウに表示します。
サイクル毎の動作によって色分けして表示されますので、特定動作のサイクルが簡単
に確認できます。また、指定したサイクルに対応したソース行をプログラムウィンド
ウに表示することができますので、注目するサイクルが発生したソースプログラム位
置が簡単に確認できます。

� データリードサイクルは緑色で表示されます。
� データライトサイクルは赤色で表示されます。
� 命令フェッチサイクルは青色で表示されます。
� 割り込み分岐実行サイクルは黄色で表示されます。
� それ以外のサイクルは黒色で表示されます。
� 表示をダブルクリックすると、その行に対応するサイクルが発生する直前に実行

した命令のアドレスに対応するソース行をプログラムウィンドウに表示します。
ソース行情報がないアドレスの場合には、逆アセンブル表示に切換えます。

（ウィンドウ表示例）
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